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《企業の意見及び対応》
・担当獣医師：接種直後に発症．併用薬は無し．投与以前及び後に類似の症状の発症はない．以上より症状発
現直前に接種した薬剤との因果関係を強く疑う．
・企　　　　業：ワクチン注射10分後に虚脱，嘔吐，可視粘膜蒼白を呈したことから，ワクチンによるアレルギ
ー反応が考えられる．添付文書の「対象動物に対する注意」には，副反応欄としてアレルギー反応またはアナ
フィラキシー反応を起こすことがある旨記載し，注意を促しているところである．今回の場合，獣医師の適切
な処置が功を奏した例と考えられる．
・対　　　　応：今後とも安全性及び副作用に関する情報について，より注意深く情報を収集するように努める．

副作用発現動物 副作用等発現の概要及び転帰

医 薬 品 の 名 称
（製造（輸入）業者名） 種類 性

年齢
等

投与前の
健康状態
・疾患等

関連医薬
品の投与
歴等

既往歴
投与量・
投与法

併用薬
投　与
年月日

副作用発
現年月日
（投与後時間）

副作用等
の 種 類

講じた
処　置

転帰
副作
用歴

動 物 用 医 薬 品 副 作 用 症 例 報 告
（平成17年11月分）

薬事法第77条4の2に基づく動物用医薬品副作用症例報告を次のとおり掲載する．
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